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福井市内の里山におけるハムシ類群集の多様性と季節変動 
 

梅村信哉*1 
 

要旨：福井市末町および笹谷町において，2024 年 4 月中旬から 10 月下旬にルートセンサス法によりハムシ群集の
調査を行った．末町では 2022 年，笹谷町では 2023 年の調査結果と合わせて 2 年間の調査に基づいてハムシ群集の
多様性や季節変動について解析した．2 年間の調査の結果，末町では 13 亜科 94 種 2,134 個体，笹谷町では 11 亜科
98 種 2,172 個体のハムシ類が確認された．多様度指数（H’）を比較したところ，単年および 2 年間合計のいずれに
おいても末町に比べて笹谷町で種多様度が高かった．また，食性に基づくグループ別 RI 指数のレーダーチャートを
比較した結果，末町も笹谷町もハムシ類は全体として豊かであるものの，笹谷町では末町に比べて木本食種のハム
シ類がより豊かであることが示された．さらに，2 年間のハムシ群集の季節変動を解析したところ，末町と笹谷町の
いずれにおいても種数は 4 月後半から 6 月，個体数は 4 月後半から 6 月後半または 7 月前半までの期間は比較的高
い水準で推移し，この期間にピークが認められた．末町および笹谷町の両調査地では，2 年間の調査を通じていずれ
の年においても同じ傾向の季節変動が確認され，各調査地の優占種の構成，ハムシ群集の構造が調査年間で類似し
ていた．これらの結果から，ルートセンサス法により，その地域のハムシ群集の構造を安定した精度で把握できてい
ると考えられた． 
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Shinya UMEMURA*1. 2026. Species diversity and seasonal changes in the leaf beetle community structure 

in Satoyama environment, Fukui City, Fukui Prefecture. Ciconia (Bulletin of Fukui Nature Conservation 

Center) 29:69-88.  

The community structure of leaf beetle was quantitatively surveyed using the line-census method in Satoyama 

environment of Sue-cho and Sasadani-cho, Fukui City, Fukui Prefecture from mid-April to late October, 2024. 

Species diversity and seasonal changes of leaf beetle communities were analyzed based on two-year survey, 

incorporating the results of the present survey together with those conducted in Sue-cho in 2022 and in Sasadani-

cho in 2023. Over the two-year survey period, a total of 2,134 individuals representing 94 species in 13 subfamilies 

were recorded in Sue-cho, while 2,172 individuals representing 98 species in 11 subfamilies were recorded in 

Sasadani-cho. Comparison of diversity indices (H') showed that species diversity was consistently higher in 

Sasadani-cho than in Sue-cho, both for a single year and for the two-year period combined. Furthermore, 

comparison of radar charts of RI indices based on feeding habit of Chrysomelidae indicated that although leaf beetle 

communities at both sites were generally rich, Sasadani-cho had a richer abundance of wood-feeding species of 

leaf beetles than Sue-cho. Analysis of seasonal changes over two-year period revealed that the number of species 

remained relatively high from late April to June, while the number of individuals remained relatively high from late 

April to late June or early July, with distinct peaks observed during these periods at both sites. In both Sue-cho and 

Sasadani-cho, similar seasonal patterns of leaf beetle communities were observed in each of the two survey years. 

Moreover, the composition of dominant species and the overall community structure were consistent between years 

at each site. These results suggest that the line-census method provides a stable and reliable approach for monitoring 

the structure of leaf beetle communities in these Satoyama environments. 

Key words: leaf beetle community, Satoyama, Fukui City, line-census method, seasonal change, species diversity 

 
 

はじめに 

里山は，自然と人間活動が融合して独特の文化を
育んできた場として，また，人為的・継続的な中規模
撹乱が生物多様性を育む場としても重要である（今
井 2013）．しかし，里山を構成する主な自然環境であ

る水田では，耕作放棄や農作業の近代化，農地管理の
変容により（松本ほか 2007），また，里山林では⻑
期間の管理放棄に伴う大径・高林化や下層でのネザ
サ類・低木の繁茂により生物多様性の低下がもたら
されていることが指摘されており（松本 2017），里山
の自然に対する人間の働きかけが減少することによ
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る自然の質の低下は生物多様性の第 2 の危機とされ
ている（環境省 2021）． 

加えて，近年では個体数が増加したニホンジカ
Cervus nippon（以下，シカ）の食害による生態系への
影響が懸念され（日本森林学会 2011），山間地や里山
において，シカの食害により昆虫類，特にチョウ類に
深刻な影響が及んでいることが報告されている（⻑
谷川 2010；近藤 2015）．福井県内においても，従来
生息が限られていた嶺北地方でのシカの分布拡大と
生息密度の急増が報告されており（福井県 2022），今
後，嶺北地方においてもシカによる森林下層植生の
食圧による消失や，それに伴う生物多様性の減少が
懸念される． 

里山の適切な保全を講じるためには，まずその環
境の状況や構造，自然度を正確に把握することが必
要である（土田ほか 2012）．ある地域に生息する生物
群集は，その地域の環境を総合的に反映した存在で
あるとの認識のもとに，一定地域内の環境を，その地
域に生息する生物群集を解析することにより評価す
る試みがされている（吉田 1997）．中でもチョウ類は
環境指標として優れていることから，多くの研究事
例が報告されており（例えば，松本 2008；今井・今
井 2011；松本 2017；井上 2018；有本ほか 2025），
県内の里山においても研究事例が蓄積されつつある
（梅村 2013，2016，2017，2022a，2024a；NPO 法
人ウェットランド中池見 2016；福井県自然保護セン
ター 2025）． 

ハムシ類はコウチュウ目ハムシ科（Coleoptera；
Chrysomelidae）に属する昆虫であり，日本に 648 種
（Suzuki & Takizawa 2025），世界には約 5 万種が分
布するといわれ（木元・滝沢 1994），福井県内からも
250 種以上の記録がある（マメゾウムシ亜科を除く 
佐々治ほか 1998；福井昆虫研究会幹事会 2008）．ハ
ムシ類は幼虫・成虫ともすべて食植性であり，特定の
植物の葉，根，茎を外部から，また，内部に侵入して
食べるなど，植物と深い関わりを持って生活してい
る（木元・滝沢 1994）．加えて，成虫があまり移動し
ないと考えられていることから，ハムシ類の種構成
ならびに群集構造は環境改変を敏感に反映すると考
えられ，有用な指標生物となりうる（大野 1974，
1980）． 

近年では，ハムシ類の群集構造を解析し，その種多
様性や群集構造の生態的特徴を明らかにしようとす

る試みが国内外で蓄積されつつある（例えば，
Ohsawa & Nagaike 2006；Wasowska 2006；Linzmeier 
& Ribeiro-Costa 2008 ；Sánchez-Reyes, U.J. et al. 
2014；Teles et al. 2019 など）．福井県内においても，
ルートセンサス法によるハムシ群集の定量調査の報
告が蓄積されつつある（梅村 2015，2018，2020，2021，
2022b，2023，2024b）．しかし，これらの事例は単
年の調査に基づいた報告が多く，ルートセンサス調
査でより正確な群集解析を行う上では，同一ルート
における複数年の継続調査の必要性が指摘されてい
る（吉田 1997）． 

ハムシ類の群集構造は植生変化の影響を敏感に反
映すると考えられ，現時点で里山におけるハムシ類
の群集構造を記載しておくことは，シカによる森林
の下層植生の破壊や水田の耕作放棄による陸地化が
生物多様性に及ぼす影響を評価する上で有用な基礎
資料になると期待される．そこで，本研究では，福井
市内の末町と笹谷町の里山において 2024 年にハム
シ類を定量的に調査し，梅村（2023，2024b）で報告
した末町の 2022 年，笹谷町の 2023 年の調査結果と
合わせて，それぞれ 2 年分の調査データに基づいて
ハムシ群集の構造を記載するとともに，その季節変
動について報告する． 
 

調査地と調査方法 

(1) 調査地の概要 
① 福井市末町（以下，末町） 

山際の斜面に湧水があり，所々で水田や水路に流
れ込んで湿地が形成されている．当地域ではハッチ
ョウトンボ Nannophya pygmaea やキタノメダカ
Oryzias sakaizumii，リンドウ Gentiana scabra など希少
な野生動植物が多く記録されており，「守り伝えたい
福井の里地里山 30」に選定されている（福井県自然
保護課・福井県自然保護センター 2006）．調査は，
梅村（2023）で報告したものと同一のルートで実施
した．ルート内で見られた主な植物は以下のとおり
である． 
木本：コナラ Quercus serrata，アカマツ Pinus densiflora，

スギ Cryptomeria japonica，クリ Castanea crenata，
アカメガシワ Mallotus japonicus，タニウツギ
Weigela hortensis，ヌルデ Rhus javanica，ハンノキ
類，シデ類，ハギ類 
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つる性木本：サルトリイバラ Smilax china，アケビ
Akebia quinata，フジ Wisteria floribunda 

草本：ススキ Miscanthus sinensis，オヒシバ Eleusine 

indica，メヒシバ Digitaria ciliaris，ツユクサ
Commelina communis ，ヤマノイモ Dioscorea 

japonica，カラスノエンドウ Vicia sativa，コナス
ビLysimachia japonica，ニガナ Ixeridium dentatum，
ノアザミ Cirsium japonicum，ミゾソバ Persicaria 

thunbergii ，セイタカアワダチソウ Solidago 

altissima，スミレ類 
 

② 福井市笹谷町（以下，笹谷町） 
福井市の⻄部，丹生山地の東端に位置し，志津川上

流の支流笹谷川などが流れる谷間に集落が形成され
ている（角川「日本地名大辞典」編纂委員会 1989）．
山際には水田や休耕田，ため池が見られるほか，滝波
ダムに隣接してキャンプ場があり，キャンプ場内に
はロッジや芝生広場などが整備されている．調査は，
梅村（2024b）で報告したものと同一のルートで実施
した．ルートで見られた主な植物は以下のとおりで
ある． 
木本：コナラ，スギ，アカメガシワ，タニウツギ，ウ

ツギ Deutzia crenata，エゴノキ Styrax japonica，
ヌルデ，ヤナギ類，ハギ類 

つる性木本：サルトリイバラ，アケビ，フジ，ノブド
ウ Ampelopsis glandulosa 

草本：ススキ，ツユクサ，カキドオシ Glechoma 

hederacea，ヤマノイモ，ホタルブクロ Campanula 

punctata，ツリガネニンジン Adenophora triphylla，
メヒシバ，セイタカアワダチソウ，オオキンケイ
ギク Coreopsis lanceolata，スミレ類 

 
(2) 調査方法・調査期間 

調査は，決まったルートの左右いずれか一方のお
よそ 2ｍの範囲内にある植物をスウィーピングとビ
ーティングをしながら歩き, ハムシ類を採集し種名
と個体数を記録するルートセンサス法で行った． 高
さおよそ1.5ｍ未満の草本, 低木ではスウィーピング
を, 1.5〜3ｍの木本はビーティングを使用した. なお, 
ビーティングは 1 株の木本あたり 4 回行った. 採集
したハムシ類は現地で同定できるものについては数
個体を標本として持ち帰るほかは逃がし, 現地での
同定が難しいものについては全個体持ち帰り，

Takizawa（1975，2005，2007，2015，2021），木元・
滝沢（1994），今坂・南（2008），今坂・林（2011），
尾園（2014），末⻑（2021）に従って同定した．持ち
帰った個体は乾燥標本（一部は液浸標本）として福井
市自然史博物館に収蔵した．標本の一部は⻑野県の
滝沢春雄博士に送付し，同定の確認をいただいた． 

調査は，2024 年 4 月中旬〜10 月下旬の間に，それ
ぞれ 14 回（末町：4 月 18 日，27 日，5 月 14 日，27
日，6 月 13 日，24 日，7 月 7 日，22 日，8 月 19 日，
28 日，9 月 9 日，23 日，10 月 12 日，24 日，笹谷
町：4 月 12 日，25 日，5 月 10 日，21 日，6 月 5 日，
16 日，7 月 3 日，16 日，8 月 15 日，26 日，9 月 5
日，18 日，10 月 6 日，20 日）実施した． 
 
(3) 解析方法 

末町と笹谷町のハムシ群集の構造の特徴について
解析するために，種数，個体数に加えて Shannon-

Weaver の H’関数を算出した．また，調査地および調
査年による群集構造の違いを比較するために，Pianka

の重複度指数 α および Sørensen の類似係数 QS を用
いた． H’，QS，α は次式により算出した（木元・武
田 1989）． 
 

H’=－Σpi・logpi      (pi=ni /N) 
N：総個体数,  ni：i 番目の種の個体数 

 
QS=2c/(a+b) 

a：地域 A の種数，b：地域 B の種数， 
c：地域 A, B の共通種数 

 
α＝ΣｐAi・ｐBi /

22

BiAi pp ・ΣΣ  

ｐAi＝nAi/NA，ｐBi＝nBi/NＢ 

nAi, nBi：地域 A と地域 B における種 i の個体数， 
NA, NB：地域 A と地域 B のルートの総個体数 

 
さらに詳しくハムシ群集の構造について解析・比

較するために, 中村（2000）のグループ別 RI 指数を
用いた．RI 指数は個体数をランク値（順位）に置き
換えて求めるもので，0 から 1 までの値をとり，1 に
近いほど種数，個体数ともに多いことを示す．本稿で
は，滝沢（2006，2007a，2007b，2009，2011，2012，
2013，2014）に従って得られたハムシ類を木本食種，
草本食種，草本・木本食種の 3 つにグループ分けし，
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各調査地でグループごとにRI指数を算出してレーダ
ーチャートに示した．RI は次式により算出した．な
お，シダ類を食草とする種及び食性不明の種につい
てはグループ別 RI の解析から除外した．また，従来
ヒメキバネサルハムシ Pagria signata とされていたも
のは今坂・南（2008）により 4 種に分けられ，本稿
でもこれに従って同定したが，キバネサルハムシ属
Pagria の種と同定されたものの食草は，全種につい
て滝沢（2009）のヒメキバネサルハムシの情報を採
用した．また，クロセスジハムシ Japonitata nigrita の
食草は鈴木・南（2017）に従った． 

 
RI＝ΣR i/{S(M− 1)} 

S：調査対象種数，M：ランクの数， 
Ri：i 番目の種のランク 

本稿では，ハムシ類の個体数ランクを次の 5 段階
に決めた． 
ランク 0：個体数 0，ランク 1：個体数 0.01〜1.99，
ランク 2：個体数 2.00〜9.99，ランク 3：個体数 10
〜19.99，ランク 4：個体数 20 以上． 

 
なお，個体数は 1km あたり，調査 1 回あたりに換

算し，各指数の算出に用いた． 
 

結果 

(1) 個体数と種構成 
2024 年の調査では，末町では 14 回の調査を通し

て 13 科 75 種 987 個体，笹谷町では 14 回の調査を
通して 11 亜科 85 種 1,143 個体のハムシ類が確認さ
れた．梅村（2023，2024b）と合わせると，2 年間の
調査により末町では 13 亜科 94 種 2,134 個体，笹谷
町では 11 亜科 98 種 2,172 個体のハムシ類が確認さ
れたことになる（表 1）． 

Suzuki & Takizawa（2025）では日本に生息するハ
ムシ類として 17 亜科が掲載されているが，今回の調
査ではカタビロハムシ亜科 Megalopodinae，ナガハム
シ亜科 Orsodacninae，ネクイハムシ亜科 Donaciinae，
コガネハムシ亜科 Sagrinae に属するハムシ類を確認
することができなかった． 

優占 5 種は，末町ではウリハムシモドキ Atrachya 

menetriesi，キアシノミハムシLuperomorpha tenebrosa，
ルリマルノミハムシ Nonarthra cyanea，アオバネサル

ハムシ Basilepta fulvipes，ヒメトビハムシ Orthocrepis 

adamsii，笹谷町ではアオバネサルハムシ，ムナグロ
ツヤハムシ Arthrotus niger，ルリマルノミハムシ，ド
ウガネツヤハムシ Oomorphoides cupreatus，キアシノ
ミハムシであり，優占 5 種が総個体数に占める割合
は末町で 43.8％，笹谷町で 34.1％であった（表 2）．
梅村（2023，2024b）のデータと合わせて 2 年間合計
でみると，末町ではキアシノミハムシ，ウリハムシモ
ドキ，ルリマルノミハムシ，ムネアカキバネサルハム
シ Pagria consimile，アオバネサルハムシ，笹谷町で
はアオバネサルハムシ，ムナグロツヤハムシ，キアシ
ノミハムシ，ルリマルノミハムシ，ドウガネツヤハム
シが優占 5 種であり，総個体数に占める割合は末町，
笹谷町でそれぞれ 47.4％，34.7％であった． 

末町，笹谷町のハムシ群集の種構成について，亜科
別種数，個体数の割合を福井市内の孤立森林である
足羽山（梅村 2020）および低山である大芝山（梅村 
2021）と比較し，図 1，図 2 に示した．亜科別の種
数を見ると，末町，笹谷町では各年クビボソハムシ亜
科が 6 種確認されたのに対し，足羽山では 2 種，大
芝山では 4 種と少なかったほか，ハムシ亜科，ノミ
ハムシ亜科が末町，笹谷町で多くの種が確認された
のに対し，足羽山，大芝山で少ない傾向が認められ
た．また，ツツハムシ亜科は，末町と大芝山で多くの
種数が確認されたのに対し，笹谷町，足羽山では少な
かった（図 1）． 

亜科別個体数の割合を見ると，どの調査地におい
てもノミハムシ亜科の個体数が最も多く，笹谷町と
足羽山，大芝山では次いでサルハムシ亜科，ヒゲナガ
ハムシ亜科の順に個体数が多かったのに対し，末町
ではヒゲナガハムシ亜科，サルハムシ亜科の順に個
体数が多かった．さらに，末町，笹谷町では足羽山，
大芝山に比べてハムシ亜科の個体数割合が高い傾向
が認められた（図 2）．また，足羽山ではほかの調査
地に比べて，コブハムシ亜科の個体数割合が高いと
いう特徴があった． 
 
(2) 群集構造の季節変動 

末町における 2022 年と 2024 年，笹谷町における
2023 年と 2024 年の種数の季節変動を図 3 に，個体
数の季節変動を図 4 に示した．なお，これらの図で
は，調査を 2 回行った月はその月の 1 回目を前半，
2 回目を後半として扱った．また，末町，笹谷町とも  
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)
0
.0

5
(2

)
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

木
4
-7
月
，
年

1
化

不
明

ト
ガ
リ
カ
ク
ム
ネ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

N
eo

cr
ep

id
o
d

er
a
 a

cu
m

in
a
ta

0
.1

7
(4

)
0
.0

8
(4

)
不
明

不
明

5
-1

0
月
，
年

1
化

成
虫
？

カ
ク
ム
ネ
チ
ビ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

N
eo

cr
ep

id
o
d
er

a
 r

ec
ti

co
ll

is
0
.0

9
(2

)
0
.0

4
(1

)
0
.0

6
(3

)
0

.0
5

(1
)

0
.0

4
(1

)
0
.0

5
(2

)
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ

草
5
-7
月
，
年

1
化

成
虫

?

サ
シ
ゲ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

L
ip

ro
m

im
a
 m

in
u
ta

0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
0
.8

7
(1

8
)

0
.4

9
(1

1
)

0
.6

7
(2

9
)

ヌ
ル
デ

木
4

-1
0
月
，
年

1
化

成
虫
？

コ
ナ
ス
ビ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

L
yt

h
ra

ri
a
 k

o
m

iy
a

m
a
i

0
.0

4
(1

)
0
.0

4
(1

)
0
.0

4
(2

)
コ
ナ
ス
ビ
，
ハ
マ
ボ
ッ
ス

, 
ク
サ
レ
ダ
マ

草
5
-9
月
，
年

1
化

成
虫

タ
マ
ア
シ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

P
h
il

o
p
o
n

a
 v

ib
ex

0
.1

0
(2

)
0
.0

5
(2

)
オ
オ
バ
コ

草
3

-1
1
月
，
年

1
化

成
虫

セ
マ
ル
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

M
in

o
ta

 n
ig

ro
p

ic
ea

0
.0

5
(1

)
0
.0

2
(1

)
ワ
ラ
ビ
，
ベ
ニ
シ
ダ
，
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
，
ク
サ
ソ
テ
ツ

4
-1

0
月
，
年

1
化

成
虫

ヘ
リ
グ
ロ
テ
ン
ト
ウ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

A
rg

o
p

is
te

s 
c
o

c
c
in

e
ll

if
u

r
m

is
0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
ヒ
イ
ラ
ギ
モ
ク
セ
イ
，
ネ
ズ
ミ
モ
チ
，
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な
ど

木
4

-1
1
月
，
年

1
-2
化

成
虫

テ
ン
ト
ウ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

A
rg

o
p

is
te

s 
b
ip

la
g
ia

ta
0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
ト
ネ
リ
コ
，
イ
ボ
タ
，
ハ
シ
ド
イ

木
5

-1
0
月
，
年

1
化

成
虫

ア
カ
バ
ネ
タ
マ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

S
p
h
a
er

o
d
er

m
a
 n

ig
ri

co
ll

e
0

.0
5

(1
)

0
.0

2
(1

)
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
，
タ
チ
シ
オ
デ
，
ウ
バ
ユ
リ

草
・
木

4
-9
月
，
年

1
化

幼
虫
？

ツ
マ
キ
タ
マ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

S
p

h
a
er

o
d
er

m
a
 a

p
ic

a
le

0
.2

6
(6

)
0
.1

2
(3

)
0
.1

9
(9

)
1
.3

5
(2

8
)

0
.8

0
(1

8
)

1
.0

6
(4

6
)

ス
ス
キ
類

草
4

-1
1
月
，
年

1
化

成
虫

ヒ
メ
ア
オ
タ
マ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

S
p
h
a
er

o
d
er

m
a
 s

ep
a
ra

tu
m

0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
0

.0
5

(1
)

0
.0

9
(2

)
0
.0

7
(3

)
ボ
タ
ン
ヅ
ル
，
メ
ボ
タ
ン
ヅ
ル
，
ク
サ
ノ
オ
ウ

草
5
-8
月
，
年

1
化

幼
虫

?

笹
谷
町

食
草

食
性
の

区
分

出
現
期
，
化
性

越
冬
態

亜
科
名

末
町

表
１

つ
づ

き
（

2）
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種
名

2
0
2

2
2
0
2

4
2
年
間
合
計

2
0

2
3

2
0
2

4
2
年
間
合
計

フ
キ
タ
マ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

S
p
h
a

er
o
d

er
m

a
 b

a
ly

i
0
.0

5
(1

)
0
.1

3
(3

)
0
.0

9
(4

)
フ
キ
，
ツ
ワ
ブ
キ

草
4

-1
0
月
，
年

1
化

幼
虫

?

ヒ
ゲ
ナ
ガ
タ
マ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

S
p
h
a

er
o
d
er

m
a
 j

a
p
a
n
u
m

0
.1

3
(3

)
0
.0

7
(3

)
ツ
ユ
ク
サ

草
5
-8
月
，
年

1
化

幼
虫
？

ア
ケ
ビ
タ
マ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

S
p

h
a

e
ro

d
e
rm

a
 a

k
e
b

ia
e

0
.0

9
(2

)
0
.0

4
(1

)
0

.0
6
(3

)
0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
ア
ケ
ビ
，
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ

木
4

-1
0
月
，
年

1
化

幼
虫

キ
バ
ネ
マ
ル
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

H
e
m

ip
y
x
is

 f
la

v
ip

e
n

n
is

0
.0

9
(2

)
0

.0
4
(2

)
ネ
ズ
ミ
モ
チ
，
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ

木
4
-7
月
，
年

1
化

成
虫

 ヒ
ゲ
ナ
ガ
ル
リ
マ
ル
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

H
e
m

ip
y
x
is

 p
la

g
io

d
e
r
o

id
e
s

0
.0

8
(2

)
0

.0
4
(2

)
0
.2

4
(5

)
0
.4

9
(1

1
)

0
.3

7
(1

6
)

オ
オ
バ
コ
，
ク
サ
ギ
，
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
な
ど

草
・
木

4
-8
月
，
年

1
化

成
虫

シ
ラ
ハ
タ
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

P
h

yl
lo

tr
et

a
 s

h
ir

a
h
a
ta

i
0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
コ
ン
ロ
ン
ソ
ウ
，
ヤ
マ
ガ
ラ
シ

草
3
-7
月
，
年

1
化

成
虫

?

チ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

P
h

yl
lo

tr
et

a
 c

h
u

jo
e

0
.0

9
(2

)
0
.0

8
(2

)
0

.0
8
(4

)
0
.0

5
(1

)
0
.0

2
(1

)
不
明

不
明

4
-9
月
，
年

1
化

成
虫
？

ホ
ソ
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

P
h

yl
lo

tr
et

a
 r

ec
ti
li

n
ea

ta
0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
不
明

不
明

5
-9
月
，
年

1
化

成
虫
？

オ
オ
バ
コ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

L
o
n

g
it
a

rs
u
s 

sc
u
te

ll
a

ri
s

0
.0

4
(1

)
0
.3

2
(8

)
0

.1
9
(9

)
0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
オ
オ
バ
コ
，
エ
ゾ
オ
オ
バ
コ

草
4

-1
1
月
，
多
化
性
？

成
虫

イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

L
o

n
g

it
a

rs
u

s 
h

o
ls

a
ti

c
u

s
0
.0

8
(2

)
0

.0
4
(2

)
0
.2

4
(5

)
0
.3

6
(8

)
0
.3

0
(1

3
)

イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
類
，
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

草
3

-1
1
月
，
年

1
化

成
虫

ヨ
モ
ギ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

L
o
n

g
it
a

rs
u
s 

su
cc

in
eu

s
0

.5
1

(1
2
)

0
.2

0
(5

)
0
.3

5
(1

7
)

イ
ワ
ヨ
モ
ギ
，
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
，
ヨ
モ
ギ
，
ヤ
マ
ヨ
モ
ギ
，
ツ
ワ
ブ
キ

草
4

-1
0
月
，
年

1
化

成
虫
？

キ
ア
シ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

L
u

p
er

o
m

o
rp

h
a

 t
en

eb
ro

sa
9
.3

2
(2

1
8
)

3
.8

1
(9

6
)

6
.4

6
(3

1
4
)

3
.9

9
(8

3
)

2
.0

1
(4

5
)

2
.9

6
(1

2
8
)

マ
メ
類
，
ハ
ギ
，
フ
ジ
，
ク
サ
フ
ジ

草
・
木

4
-1

0
月
，
年

1
化

不
明

ク
ビ
ア
カ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

L
u
p
er

o
m

o
rp

h
a

 p
ry

er
i

0
.5

8
(1

2
)

0
.8

0
(1

8
)

0
.6

9
(3

0
)

サ
ン
シ
ョ
ウ
，
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の
花

木
7
-8
月
，
年

1
化

不
明

キ
イ
ロ
ツ
ブ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

A
p
h

th
o
n
a
 a

b
d
o
m

in
a
li

s
0
.0

9
(2

)
0
.1

2
(3

)
0

.1
0
(5

)
コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
，
ニ
シ
キ
ソ
ウ
，
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
な
ど

草
5

-1
1
月
，
年

1
化

成
虫
？

サ
メ
ハ
ダ
ツ
ブ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

A
p
h
th

o
n
a
 s

tr
ig

o
sa

1
.1

1
(2

6
)

0
.7

1
(1

8
)

0
.9

1
(4

4
)

2
.0

2
(4

2
)

1
.9

6
(4

4
)

1
.9

9
(8

6
)

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

木
4

-1
0
月
，
年

1
化

成
虫

ツ
ブ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
　

A
p

h
th

o
n
a

 p
er

m
in

u
ta

0
.1

7
(4

)
0
.1

2
(3

)
0

.1
4
(7

)
1

.9
2
(4

0
)

1
.3

8
(3

1
)

1
.6

4
(7

1
)

ク
リ
，
コ
ナ
ラ
，
ブ
ナ
，
イ
ヌ
シ
デ
，
ワ
レ
モ
コ
ウ
な
ど

草
・
木

3
-1

1
月
，
年

1
化

成
虫

ク
ロ
コ
ト
ビ
ハ
ム
シ

 M
a

n
o
b
ia

 p
a

rv
u
la

0
.3

0
(7

)
0
.4

4
(1

1
)

0
.3

7
(1

8
)

0
.4

8
(1

0
)

0
.3

1
(7

)
0
.3

9
(1

7
)

エ
ノ
キ
グ
サ
属
の
一
種
，
コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ

草
4

-1
0
月
，
年

1
化

成
虫

チ
ャ
バ
ネ
ツ
ヤ
ハ
ム
シ
　

P
h
yg

a
si

a
 f
u

lv
ip

en
n
is

0
.0

9
(2

)
0

.0
4
(2

)
ガ
ガ
イ
モ

草
4
-7
月
，
年

1
化

成
虫
？

ヒ
メ
ト
ビ
ハ
ム
シ

 O
rt

h
o

cr
ep

is
 a

d
a

m
si

i
0

.9
0

(2
1
)

1
.6

7
(4

2
)

1
.3

0
(6

3
)

0
.0

5
(1

)
0
.4

9
(1

1
)

0
.2

8
(1

2
)

エ
ノ
キ
グ
サ

草
4

-1
1
月
，
年

1
化

成
虫
？

ヒ
ゲ
ナ
ガ
ア
ラ
ハ
ダ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

T
r
a

c
h

y
a

p
h

th
o

n
a

 s
o

r
d

id
a

1
.0

3
(2

4
)

0
.2

8
(7

)
0
.6

4
(3

1
)

0
.1

9
(4

)
0
.7

6
'(

1
7
)

0
.4

9
(2

1
)

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ

草
4

-1
0
月
，
年

1
化

不
明

ガ
マ
ズ
ミ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

T
ra

c
h

y
a

p
h

th
o

n
a

 o
b

sc
u

ra
0

.5
1

(1
2
)

0
.4

4
(1

1
)

0
.4

7
(2

3
)

0
.2

9
(6

)
0
.4

0
(9

)
0
.3

5
(1

5
)

ガ
マ
ズ
ミ
，
ヤ
ブ
ウ
ツ
ギ

木
4
-8
月
，
年

1
化

不
明

ホ
ソ
ル
リ
ト
ビ
ハ
ム
シ
　

A
p
h

th
o
n
a

lt
ic

a
 a

n
g
u

st
a

ta
0
.2

1
(5

)
0
.2

4
(6

)
0
.2

3
(1

1
)

0
.2

4
(5

)
0
.1

8
(4

)
0
.2

1
(9

)
ア
ケ
ビ
類

木
3
-7
月
，
年

1
化

成
虫

カ
ミ
ナ
リ
ハ
ム
シ
　

A
lt
ic

a
 a

en
ea

0
.5

6
(1

3
)

0
.6

0
(1

5
)

0
.5

8
(2

8
)

0
.0

5
(1

)
0
.0

2
(1

)
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
，
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
，
キ
カ
シ
グ
サ
な
ど

草
5

-1
1
月
，
年

1
化

成
虫

ヒ
メ
カ
ミ
ナ
リ
ハ
ム
シ
　

A
lt

ic
a

 c
a

er
u
le

sc
en

s
1

.9
7

(4
6
)

1
.6

3
(4

1
)

1
.7

9
(8

7
)

0
.7

7
(1

6
)

1
.0

7
(2

4
)

0
.9

3
(4

0
)

エ
ノ
キ
グ
サ
，
ア
オ
ミ
ズ

草
3
-1

1
月
，
年

2
化
？

成
虫

キ
タ
カ
ミ
ナ
リ
ハ
ム
シ
　

A
lt

ic
a

 j
a
p
o

n
ic

a
0
.3

4
(8

)
0
.2

8
(7

)
0
.3

1
(1

5
)

0
.4

3
(9

)
0
.3

1
(7

)
0
.3

7
(1

6
)

チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
，
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

草
4
-1

1
月
，
年

2
化

?
成
虫

ア
カ
バ
ナ
カ
ミ
ナ
リ
ハ
ム
シ
　

A
lt
ic

a
 o

le
ra

ce
a

0
.0

9
(2

)
0
.1

2
(3

)
0

.1
2
(6

)
0
.1

8
(4

)
0
.0

9
(4

)
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
，
ア
カ
バ
ナ
，
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン

草
3
-1

1
月
，
多
化
性

成
虫

ト
ゲ
ハ
ム
シ
亜
科
　

H
is

p
in

ae

カ
タ
ビ
ロ
ト
ゲ
ハ
ム
シ
　

D
a
ct

yl
is

p
a

 s
u
b
q
u

a
d
ra

ta
0
.2

4
(6

)
0

.1
2
(6

)
0

.4
8
(1

0
)

0
.1

3
(3

)
0
.3

0
(1

3
)

カ
シ
ワ
，
ク
ヌ
ギ
，
ア
ラ
カ
シ
，
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
な
ど

木
4

-1
0
月
，
年

1
化

成
虫

カ
メ
ノ
コ
ハ
ム
シ
亜
科
　

C
as

si
d
in

ae

イ
チ
モ
ン
ジ
カ
メ
ノ
コ
ハ
ム
シ
　

T
h

la
sp

id
a

 b
ir

a
m

o
sa

0
.0

4
(1

)
0
.0

2
(1

)
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
，
ヤ
ブ
ム
ラ
サ
キ

木
4

-1
0
月
，
年

1
化

成
虫

セ
モ
ン
ジ
ン
ガ
サ
ハ
ム
シ
　

C
a

ss
id

a
 c

ru
ci

fe
ra

0
.1

0
(2

)
0
.1

3
(3

)
0
.1

2
(5

)
サ
ク
ラ
，
リ
ン
ゴ
，
ナ
シ
な
ど

木
4

-1
0
月
，
年

2
化

成
虫

ヒ
メ
ジ
ン
ガ
サ
ハ
ム
シ
　

C
a
ss

id
a

 f
u
sc

o
ru

fa
0
.0

9
(2

)
0
.2

0
(5

)
0

.1
4
(7

)
ヨ
モ
ギ

草
4

-1
1
月
，
年

1
化

成
虫

イ
ノ
コ
ヅ
チ
カ
メ
ノ
コ
ハ
ム
シ
　

C
a
ss

id
a

 j
a
p

a
n
a

0
.0

8
(2

)
0

.0
4
(2

)
0
.3

8
(8

)
0
.3

1
(7

)
0
.3

5
(1

5
)

イ
ノ
コ
ヅ
チ

草
4

-1
0
月
，
年

1
化

成
虫

7
7

7
5

9
4

7
7

8
5

9
8

4
9
.0

2
(1

,1
4
7
)

3
9
.1

7
(9

8
7
)

4
3

.9
1
(2

,1
3
4
）

4
9

.4
7
(1

,0
2
9

)
5
1
.0

3
(1

,1
4
3
)

5
0
.2

8
(2
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2022 年，2023 年は 4 月に 1 回しか調査を行ってい
ないが，いずれも下旬に行っていることから 4 月後
半として扱った． 

種数をみると，末町では 2022 年は 5 月後半，2024
年は 4 月後半にピークがあり，笹谷町では 2023 年
は 4 月後半，2024 年は 6 月前半にピークが認められ
た．いずれも，4 〜6 月に種数は高い水準で推移し，
7 月から種数が減少傾向に転じ，8 月以降は種数が低
い水準で推移するという傾向が認められた（図 3）． 

個体数を見ると，末町では 2022 年は 5 月前半，
2024 年は 6 月前半に，笹谷町では 2023 年は 5 月前
半，2024 年は 7 月前半にピークが認められた．いず
れも 4 月後半または 5 月前半から 7 月前半までは個
体数が比較的高い水準で推移し，7 月後半から減少
に転じ，8 月以降は低い水準で推移するという傾向
が認められた． 

末町，笹谷町における優占 5 種の季節変動を図 5，
図 6 に示した．末町ではキアシノミハムシ，ウリハ
ムシモドキ，ルリマルノミハムシが，笹谷町ではアオ
バネサルハムシ，ムナグロツヤハムシ，ルリマルノミ
ハムシ，キアシノミハムシが 2 年とも優占 5 種に入
っており，これらの季節変動を見ると，キアシノミハ
ムシやウリハムシモドキ，アボバネサルハムシのよ
うに，初夏から夏の間にかけて発生し，4 月後半から
6 月下旬の初夏に急激に個体数が増加するものと，
ルリノミハムシやムナグロツヤハムシのように，年
間を通して少数が発生し続けるものがいた． 

(3) 末町と笹谷町におけるハムシ群集の多様性，群
集構造の比較 

多様度指数 H’を算出したところ，2024 年の末町，
笹谷町で指数値はそれぞれ 5.01，5.36 であった（表
1）．末町では 2022 年の調査，笹谷町では 2023 年の
調査結果に基づいて H’を算出したところ，指数値は
それぞれ 4.66，5.14 であり，両調査地とも 2024 年
の指数値の方が高かった．2 年間合計のデータに基
づいて H’を算出したところ，末町で 4.90，笹谷町で
5.33 であり，笹谷町の方が末町に比べてハムシ群集
の平均多様度が高いことが示された． 

重複度指数αは末町の2022年と2024年では0.877，
笹谷町の 2023 年と 2024 年では 0.932 と非常に高い
値が得られた（表 3）．また，類似係数 QS はどの調
査地，調査年間でも比較的高い値を示したが，末町の
2022 年と 2024 年で 0.763，笹谷町の 2023 年と 2024
年で 0.790 と指数値が高かった． 

確認されたハムシ類をその食性によって 3 つのグ
ループ（木本食, 草本食, 草本・木本食）に分け（表
1）, これをもとにグループ別 RI 指数によるレーダー
チャートを作成し，調査地，調査年別に比較した（図
7）．レーダーチャートを見ると，末町，笹谷町とも草
本・木本食性，草本食性，木本食性の順に指数値が高
く，各調査地とも調査年別，2 年間合計のいずれでも
レーダーチャートはよく似た形になった．しかし，末
町と笹谷町でチャートを比較すると，調査年別，2 年
間合計のいずれでも，笹谷町の方が木本食性のハム 

2022 2024 2年間合計 2023 2024 2年間合計

第1位 キアシノミハムシ ウリハムシモドキ キアシノミハムシ アオバネサルハムシ アオバネサルハムシ アオバネサルハムシ

218 (19.0%) 165 (16.7%) 314 (14.7%) 130 (12.6%) 121 (10.6%） 251 (11.6%)

第2位 ウリハムシモドキ キアシノミハムシ ウリハムシモドキ キアシノミハムシ ムナグロツヤハムシ ムナグロツヤハムシ

134(11.7%) 96 (9.7%) 299(14.0%) 83(8.1%) 92 (8.0%) 157 (7.2%）

第3位 ルリマルノミハムシ ルリマルノミハムシ ルリマルノミハムシ ムナグロツヤハムシ ルリマルノミハムシ キアシノミハムシ

131 (11.4%) 69(7.0%) 200 (9.4%) 65 (6.3%) 79 (6.9%) 128 (5.9%）

第4位 ムネアカキバネサルハムシ アオバネサルハムシ ムネアカキバネサルハムシ ルリマルノミハムシ ドウガネツヤハムシ ルリマルノミハムシ

67(5.8%) 60 (6.1%) 105 (4.9%) 46 (4.5%) 53 (4.6%) 125 (5.8%)

第5位 バラルリツツハムシ ヒメトビハムシ アオバネサルハムシ マダラアラゲサルハムシ キアシノミハムシ ドウガネツヤハムシ

48 (4.2%) 42 (4.3%) 93(4.4%) 44 (4.3%) 45 (3.9%) 93 (4.3%)

合計 598(52.1%) 432(43.8%) 1,011(47.4%) 368 (35.8%) 390 (34.1%) 754 (34.7%)

末町 笹谷町

表２ 末町および笹谷町における優占 5 種． 

末町（2022） 末町（2024) 笹谷町（2023） 笹谷町（2024）

末町（2022） 0.877 0.603 0.525

末町（2024） 0.763 0.614 0.545

笹谷町（2023） 0.662 0.737 0.932

笹谷町（2024） 0.617 0.688 0.790

表３ 末町・笹谷町における類似係数 QS（左下）と重複度指数 α（右上）． 
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図１ 末町・笹谷町と足羽山および大芝山におけるハムシ群集の亜科別種数の比較． 
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図２ 末町・笹谷町と足羽山および大芝山におけるハムシ群集の亜科別個体数の割合の比較． 
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図３ 福井市末町，笹谷町における種数の季節変動． 
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図４ 福井市末町，笹谷町における個体数の季節変動． 
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図５ 末町における優占 5 種の季節変動．A：2022 年，B：2024 年． 
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図６ 笹谷町における優占 5 種の季節変動．A：2023 年，B：2024 年． 
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シ類が豊かであった． 
 

考察 

(1) 種構成 
2024 年の調査では，末町で 13 科 75 種 987 個体，

笹谷町では 11 亜科 85 種 1,143 個体のハムシ類が確
認され，梅村（2023，2024b）と合わせると，2 年間
の調査により末町では 13 亜科 94 種 2,134 個体，笹
谷町では 11 亜科 98 種 2,172 個体のハムシ類が確認
された．梅村（2024b）は 1 年間のデータに基づいて
末町と笹谷町のハムシ群集の構造を比較したところ，
両調査地で同程度の種数，個体数のハムシ類が確認
されていることを報告しているが，2 年間合計で比
較しても両調査地で同程度の種数，個体数のハムシ
類が確認できた（表 1）． 

末町，笹谷町の 2 年間の調査で確認されたハムシ
類は 124 種であった．末町では 2013 年にも同様な
調査が行われており，その結果は梅村（2023）に示
されているが，同調査では今回の 2 年間の調査では
確認できなかったホソクビナガハムシ Lilioceris 

parvicollis，ハンノキハムシ Agelastica coerulea，ルリ
ウスバハムシ Stenoluperus cyaneus が記録されており，
これを合わせると末町，笹谷町で確認されたハムシ
類は 127 種になる．2008 年時点で福井県内において
記録されているハムシ類は 251 種（佐々治ほか 
1998；福井昆虫研究会幹事会 2008）であり，そのう

ち 50.6％にあたる種類が末町，笹谷町で確認されて
いることになる． 

滝沢（1994）は，栃木県鹿沼市の平地に広がる広
義の里山におけるハムシ類の調査により，当時栃木
県全域で記録されていた278 種のうちの62％にあた
る 172 種のハムシ類を記録しており，さらに神奈川
県厚木市の調査事例では神奈川県全域で記録されて
いた 261 種のうち 65％にあたる 168 種が記録され
たことも併せて報告することで，ハムシ相に占める
低地性種の重要性を指摘しているが，今回の結果か
ら，福井県内においてもハムシ相に占める低地性種
の重要性は当てはまり，特に広義の里山はハムシ類
の生息環境として重要であることが窺われる． 

各調査地の優占種を見ると，末町では 2024 年はウ
リハムシモドキ，キアシノミハムシ，ルリマルノミハ
ムシ，アオバネサルハムシ，ヒメトビハムシが，2 年
間合計ではキアシノミハムシ，ウリハムシモドキ，ル
リマルノミハムシ，ムネアカキバネサルハムシ，アオ
バネサルハムシが，笹谷町では 2024 年はアオバネサ
ルハムシ，ムナグロツヤハムシ，ルリマルノミハム
シ，ドウガネツヤハムシ，キアシノミハムシが，2 年
間合計ではアオバネサルハムシ，ムナグロツヤハム
シ，キアシノミハムシ，ルリマルノミハムシ，ドウガ
ネツヤハムシが優占 5 種になっており，2 年間合計
で見た場合，キアシノミハムシ，ルリマルノミハム
シ，アオバネサルハムシの 3 種が共通して優占種と
なっていた（表 2）．梅村（2024b）では，孤立森林の
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図７ 末町と笹谷町におけるハムシ群集のグループ別RI指数の比較． 
A：末町（2022 年），B：末町（2024 年），C：末町（2022＋2024 年），D：笹谷町（2023 年），E：笹谷町（2024 年）， 
F：笹谷町（2023＋2024 年） 
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足羽山や低山の大芝山に比べて広義の里山である笹
谷町，末町間でハムシ群集の種構成や群集構造がよ
り似通っていたことを報告しているが，今回の結果
でも示された通り，優占種が共通していることが，重
複度指数 α の値が高くなることの大きな要因である
と考えられる． 

末町，笹谷町と足羽山，大芝山で亜科別の種数を比
較したところ，末町，笹谷町では足羽山，大芝山に比
べてクビボソハムシ亜科，ハムシ亜科，ノミハムシ亜
科のハムシの種数が多かった（図 1）．末町・笹谷町
で確認されたのに対し，大芝山，足羽山で確認されな
かったものとして，クビボソハムシ亜科ではアワク
ビボソハムシ Oulema dilutipes，トゲアシクビボソハ
ムシ Lema coronata，コルリクビボソハムシ Lema 

dilecta，キオビクビボソハムシ Lema delicatula とアカ
クビナガハムシ Lilioceris subpolita，ハムシ亜科では
ハッカハムシ Chrysolina exanthematica，ノミハムシ亜
科ではカクムネチビトビハムシ Neocrepidodera 

recticollis ，クサイチゴトビハムシ Chaetocnema 

granulosa，コナスビトビハムシ Lythraria komiyamai，
クロコトビハムシ Manobia parvula，カミナリハムシ
Altica aenea などが挙げられる．このうち，アワクビ
ボソハムシ，カミナリハムシは水田や畑地などの圃
場を主な生息地とする種とされており（滝沢 2006；
末⻑ 2021），末町と笹谷町の調査ルートに含まれて
いた水田に依存していると考えられる．また，コルリ
クビボソハムシはイボクサ Murdannia keisak，ハッカ
ハムシはハッカ Mentha canadensis，クサイチゴトビ
ハムシはミゾソバなどを食草とし（滝沢 2006，
2007a），これらの植物は主に湿地など湿った場所に
生育することから（林・門田 2013），末町や笹谷町の
調査ルートに含まれていた水路や水田周辺の湿地な
どに依存していると考えられる．また，クロコトビハ
ムシはエノキグサの一種やコニシキソウ Euphorbia 

maculata が食草として知られる（滝沢 2013）が，湿
地に生育するヒメキカシグサ Rotala elatinomorpha を
利用するとの報告もあり（山田・滝沢 2022），本種が
広義の里山でのみ確認されたのは湿地に生育する植
物を利用するという習性に起因しているかもしれな
い．さらに，カクムネチビトビハムシ，コナスビトビ
ハムシはそれぞれオカトラノオ，コナスビなどを食
草としており（滝沢 2013；Takizawa 2015），これら
は日当たりのよい草地や道端などに生育する植物と

されている（林・門田 2013）．末町や笹谷町のような
広義の里山には，湿性の草地のほか，ススキなどの乾
性草地やあぜ道脇の草地，林縁のソデ群落など多様
な草地が含まれており，これが多くの草地性ハムシ
類を育んでいると考えられる．また，トゲアシクビボ
ソハムシやキオビクビボソハムシはツユクサを食草
としているが（滝沢 2006），ツユクサは足羽山や大芝
山にも生育しており，同じくツユクサを食草とする
アカクビボソハムシ Lema diversa は大芝山でも確認
されているほか（梅村 2021），過去に足羽山でも記録
されている（佐々治・⻫藤 1985）．調査地によってツ
ユクサを食草とするハムシの出現状況には違いがあ
り，これにはツユクサの量や土壌湿度などを含む周
囲の環境，各種の化性などの生態が関係していると
考えられる． 

亜科別に個体数が総個体数に占める割合を末町，
笹谷町と足羽山，大芝山で比較したところ，末町，笹
谷町で足羽山，大芝山に比べてハムシ亜科の個体数
が多い傾向が認められた（図 2）．これは，先述した
とおり，末町，笹谷町で足羽山や大芝山に比べて多く
の種類のハムシ亜科の種が確認されたことが原因の
一つと考えられる． 
 
(2) 季節変動 

2024 年の調査では，末町においては種数のピーク
は 4 月後半（4 月 27 日），個体数のピークは 6 月前
半（6 月 13 日）にあり，4 月後半（4 月 27 日）には
個体数の第 2 のピークが認められた，笹谷町におい
ては種数のピークは 6 月前半（6 月 5 日），個体数の
ピークは 7 月前半（7 月 3 日）に認められ，5 月後半
（5 月 21 日）には個体数の第 2 のピークが認められ
た（図 3，4）．末町では個体数のピークは優占第 1 位
のウリハムシモドキ，第 2 のピークは優占第 2 位の
キアシノミハムシの出現ピークと一致しており（図
4，図 5），笹谷町では個体数のピークや優占第 1 位
のアオバネサルハムシ，第 2 のピークは優占第 2 位
のムナグロツヤハムシの出現ピークと一致していた
（図 4，図 6）． 

2 年分のデータを比較しても，末町，笹谷町ともに
4 月後半から 6 月前半までの間に種数のピークが見
られ，4 月後半から 6 月までは種数は比較的高い水
準で推移し，7 月から減少していく傾向が認められ
た（図 3）．県内の先行事例においても，足羽山で 5
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月（梅村 2020），大芝山では 6 月（梅村 2021）に種
数のピークが認められたことが報告されている．さ
らに，県外の事例では神奈川県厚木市の広義の里山
（標高 60〜150m）で 5 月（Takizawa 1994），栃木
県鹿沼市の広義の里山（標高 100〜250m）では 6 月
（滝沢 1994），栃木県の林道でも 6 月（稲泉・香川 
1993）に最も多くの種類のハムシ類が確認されたこ
とが報告されている． 

個体数でも，末町，笹谷町ともに 2 年の調査のど
ちらの年でも 4 月下旬から 6 月もしくは 7 月前半ま
で高い水準で推移し，この期間中に優占種の発生ピ
ークと一致する形で個体数のピークが認められた
（図 4-6）．南半球のブラジルの温帯地域でマレーゼ
トラップによりハムシ群集の季節変動を調査した事
例では，春から夏（10〜12 月）にノミハムシ類の個
体数が多く確認されており，植物が芽吹き，その葉が
軟らかくて栄養に富む春から夏にかけてノミハムシ
類の種数，個体数ともに多くなり，同様の傾向はハム
シ科全体の季節変動でも見られるであろうとの指摘
がされている（Linzmeier & Ribeiro-Costa 2008）．末
町，笹谷町における 2 年間の調査結果も，この指摘
を支持するものと考えられる． 

末町，笹谷町で 2 年間の季節変動を比較すると，
多少のずれはあるものの，各調査地で種数，個体数の
季節変動の傾向を同じように把握できており（図 3，
4），優占種の構成やその季節変動についても年間の
類似性が高い（図 5，6，表 2）．さらに，重複度指数
αや類似係数QSでも同じ調査地間で高い指数値が得
られている（表 3）．以上のことから，ルートセンサ
ス法によって各調査地のハムシ群集の構造を安定し
た精度で把握できていると評価できよう． 
 
(3) ハムシ群集の構造解析 

末町と笹谷町で多様度指数 H’を比較したところ，
単年でも 2 年間合計でも笹谷町の方が末町より指数
値が高い結果となった（表 1）．また食草に基づくグ
ループ別 RI のレーダーチャートを比較したところ，
各調査地で単年，2 年間合計で似たようなレーダー
チャートの形になり，笹谷町では末町に比べて木本
食種の種多様性が高かった（図 7）． 

梅村（2024b）は，笹谷町と末町，足羽山，大芝山
の単年の調査結果に基づく H’およびグループ別 RI

の比較から，広義の里山である笹谷町と末町は孤立

森林の足羽山や低山の大芝山に比べてハムシ群集の
多様性が高く，特に広義の里山では草本食性のハム
シ類が豊かであるという共通した特徴があることを
報告している．これは，先述した通り，広義の里山で
は湿性・乾性両方の草地が含まれていることから多
くの種類の草本が生育し，草本食性のハムシ類が豊
かに育まれたことに起因するものであろう．先行研
究においても，低木層や草本植生の豊かさがハムシ
群集の種数の豊かさに影響を与えることが指摘され
ており（Wasowska 1991；Ohsawa & Nagaike 2006；
Teles et al. 2019），特に，水田や休耕田，湿地などの
湿性草地は広義の里山特有の，ハムシ群集の多様性
を育むうえで重要な環境要素と考えられる． 

一方，同じ広義の里山である末町と笹谷町を比較
した際に，笹谷町で多様度指数 H’が高かった要因と
して，優占 5 種が総個体数に占める割合が末町に比
べて笹谷町で低かったことが挙げられる（表 2）．両
調査地のハムシ群集の構造をより詳細に解析するた
めに個体数順位曲線を作成したところ（図 8），笹谷
町に比べて末町の方が，個体数上位側の曲線の傾き
が大きいことから，優占種に偏った群集構造になっ
ていることが読み取れる． 

また，末町と笹谷町を比較すると，単年で見ても，
2 年間合計で見ても，笹谷町の方が木本食性のハム
シ類の種多様性が高かった（図 7）．両調査地で年別
に確認された木本食種数を比較すると，末町では
2022 年，2024 年，2 年間合計でそれぞれ 26 種，24
種，34 種であるのに対し，笹谷町では 2023 年，2024
年，2 年間合計でそれぞれ 25 種，34 種，36 種であ
り，2024 年と 2 年間合計では笹谷町の方が確認され
た木本食種のハムシの種数は多かった（表 1）．さら
に，カバノキハムシ Syneta adamsi，トビサルハムシ
Trichochrysea japana ，マダラアラゲサルハムシ
Demotina fasciculata ， ヤ ナ ギ ハ ム シ Demotina 

fasciculata，アカタデハムシ Pyrrhalta semifulva，サメ
ハダトビハムシ Aphthona strigosa は単年で見ても 2
年間合計で見ても，末町に比べて笹谷町で多く確認
されており（表 1），こうした差が種多様性の差に反
映されたものと考えられる．末町の調査ルートは，ル
ートの左右片側に林縁が続く区間と林縁が途切れて
水田や湿地などが見られる区間があるのに対し，笹
谷町のルートではルートの左右片側に常に林縁が見
られた．今回のハムシ群集の構造の違いは，こうした
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調査ルートの環境の違いをよく反映した結果である
といえる． 

今回，調査を実施した末町は，「守り伝えたい福井
の里地里山 30」（福井県自然保護課・福井県自然保護
センター 2006）に選定される県内でも屈指の良好な
里山環境である．今回の調査では，笹谷町では末町以
上にハムシ群集の多様性が高いことが示され，笹谷
町も末町に劣らず良好な里山環境が残されていると
考えられる．しかし，末町でも笹谷町でも，調査ルー
トの一部では管理放棄により陸地化が進んだ湿地や
休耕田も見受けられた．農業人口の高齢化により，水
田耕作の維持が難しくなれば，今後も湿地や休耕田
の陸地化が進行するおそれがある．また，両地域にお
いて，調査中にニホンジカが確認されており，今後，
その食害による植生破壊がハムシ類を含めた昆虫に
及ぼす影響も懸念される． 

群集解析による環境評価の研究が進んでいるチョ
ウ類では，雑木林や草地の管理放棄やシカによる植
生破壊が群集構造に与える影響を定量的に評価した
事例が報告されているが（田下2009；⻄中ほか2010；
近藤 2015，2018；松本 2017），末町と笹谷町でも，
継続したチョウ類群集の調査から，2025 年にチョウ
類群集の多様性，生息密度の急激な低下が認められ，
この要因として夏季の高温に加えて，シカの食害に
よる植生破壊の影響が顕在化してきた可能性が報告
されている（梅村 印刷中）． 

ハムシ類ではシカの増加による植生破壊の影響に
加えて，管理放棄による湿地や休耕田の陸地化が群
集構造に及ぼす影響も大きくなると思われる．大阪
では，赤外線センサー付き自動撮影カメラを撮影し

てシカの出現頻度を調査し，ギフチョウ Luehdorfia 

japonica やその食草であるミヤコアオイ Asarum 

asperum の衰退との関係を調査した事例がある（石井 
2024）が，今後，こうした手法を取り入れながら，
シカの個体数の変化や湿地，休耕田の陸地化にも注
意しながら，ハムシ類のモニタリングを続けていく
必要がある． 
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